
Hyogo Prefecture

兵庫県海岸保全基本計画の変更

・国の基本方針に沿って、海岸の保全や整備の方針を示す基本計画
・兵庫県では、大阪湾、但馬、播磨、淡路の４沿岸で当初計画を策定(H13～14)
・東日本大震災や平成30年の台風21号等の災害を踏まえ計画を変更
・今回は、「気候変動を踏まえた海岸保全のあり方提言」に伴う計画変更

１ 海岸保全基本計画の概要

沿岸位置図
但馬沿岸

播磨沿岸

淡路沿岸

※大阪湾沿岸は大阪府域
と併せて策定

計画の沿革

大阪湾沿岸

計画の基本理念

※大阪湾沿岸海岸保全基本計画より
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2100年（２℃上昇）
・海面上昇
・台風が大型化

気圧・風が影響

海面の上昇

●防潮堤等の高さ不足

●海岸線の後退
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【イメージ】海面上昇など気候変動による影響

検討のポイント
✔潮位偏差など各変動分の適切な予測
✔ 2100年での護岸等整備の考え方
✔ 2050年頃など段階整備の考え方

２ 計画変更内容
・気候変動（RCP2.6(２℃上昇相当)）に対応するための見直し 計画策定（変更）フロー

学識経験者および海岸利用者等からなる
委員会を設置し検討
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区分 氏 名 所属・役職 委員会 部会

学
識
経
験
者

森 信人 京都大学防災研究所教授 ○ ○

内山 雄介 神戸大学大学院工学研究科市民工学専攻教授 ○ ○

柴田 亮 国土技術政策総合研究所海岸研究室長 ○ ○

平山 克也 海上･港湾･航空技術研究所港湾空港技術研究所沿岸水工研究領域長 ○ ○

海
岸
利
用
者
等

田沼 政男 兵庫県漁業協同組合連合会代表理事会長 ○

諏訪 禎男 (一社)日本マリーナ・ビーチ協会兵庫・大阪・和歌山支部長 ○

青木 良和 かけはし法律事務所弁護士 ○

３ (仮称)兵庫県海岸保全基本計画変更検討委員会委員（案）

４ スケジュール（案）

令和６年度 令和７年度

海岸保全基本計画
変更

委員会準備 条件設定・天端高算定 計画素案作成 パブコメ等

委員会

技術部会

委員会
計画策定
・公表

※委員会・部会は公開し、結果を公表

技術部会

委員会

技術部会
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